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　　　　2005年8月23日

プレスリリース


　　　　　


　｢国連改革を考えるNGO連絡会｣
ＮＧＯと外務省が

「国連改革に関するパブリックフォーラム」を共催！

来る８月３０日、９月の国連総会サミットに向けて、平和・開発・人権の三分野の課題をグローバルな視点から議論する「国連改革に関するパブリックフォーラム」が、NGOと外務省共催で行われます。上記課題に取り組んできた市民・NGOが政府に働きかけ実現したこのフォーラムは、前例のない歴史的かつ画期的な試みです。

日本では、「国連改革」として安保理常任理事国入り問題ばかりが注目されています。しかし、私たちが地球市民として考えるべき課題は数多くあります。NPTや軍縮、深刻な貧困・環境・感染症問題、人権問題や国際法をどう推し進めるべきか、そして、国連はどのように変わるべきなのかなど、課題は山積みです。

昨年から国際社会では、この激変する世界の中で国連が果たすべき役割について議論されてきました。それに比べ日本では、諸問題に対する関心や重要性の認識がきわめて低いのが現状です。そうした中、私たちは「国連改革を考えるNGO連絡会」
を発足させ、外務省に対し国連改革に関する共同提言を提出し
、国連政策を議論するパブリック・フォーラムの開催を求め、NGOとの共催という形で実現するはこびとなりました。選挙戦一色の今、本来議論されるべき外交の基本方針に関する政策論議はほとんど聞かれません。閉塞感を強める日本社会に一石を投じることができればと考えています。

外務省側からの国連改革に向けた日本の優先事項についてのプレゼンテーションをはじめ、３テーマに沿ったそれぞれの分科会では、市民・NGO・研究者・学生による積極的なディスカッションが見込まれます。国連総会を目前に控えた今、政府と市民が直接議論する、貴重なパブリック・フォーラムです。

１．開催日時：　２００５年８月３０日（火）１３：００－１７：３０

２．会場：　三田共用会議所（港区三田２－１－８）

（地図）http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/event/uni/mita.html

３．主催：国連改革を考えるＮＧＯ連絡会、外務省　協力：国際NGOセンター（JANIC）

４．使用言語：日本語

５．プログラム（予定）

13:00～13:10
全体会合：開会挨拶（於：１Ｆ講堂）

13:10～13:30
外務省による国連改革全般についてのプレゼンテーション
（於：１Ｆ講堂）

13:30～15:30
分科会（於：３Ｆ大会議室）

分科会１：国連改革クラスター１（欠乏からの自由：開発）

分科会２：国連改革クラスター２（恐怖からの自由：平和と安全、軍縮）

分科会３：国連改革クラスター３（尊厳を持って生きる自由：人権）

15:30～16:00
休憩

16:00～16:15
全体会合：各分科会ファシリテーターによる報告（於：１Ｆ講堂）

16:15～17:00
パネルディスカッション（於：１Ｆ講堂）

17:00～17:20
質疑応答（於：１Ｆ講堂）

17:20～17:30
まとめ・閉会挨拶（於：１Ｆ講堂）

· 入館には事前登録が必要です。参加ご希望の方は、お名前（ふりがな）、ご所属先名、役職、ご連絡先（Tel/Fax/E-mail）を、下記事務局までE-mailまたはFaxにて御連絡下さい。また、当日は身分証明書をご持参下さい。

	問い合わせ申込先：

「国連改革を考えるＮＧＯ連絡会」事務局　c/o 日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）

調査研究・政策提言担当　高橋清貴（たかはしきよたか）

ＴＥＬ　０３-３８３４-２３８８　ＦＡＸ　０３-３８３５-０５１９　　メール　kiyo@ngo-jvc.net


� 現在、連絡会は市民外交センター、ピースボート、日本国際ボランティアセンターによって構成されています。


� 提言は、『世界市民に責任を負う国連へ』と題し、6月28日付けで外務省に提出しました。原文は、以下のサイトで御覧になれます。


http://www.ngo-jvc.net/jp/notice/notice20050705_unreform.html


http://www.ngo-jvc.net/jp/projects/advocacy/pdf/advocacy_un_reform.pdf





